
(題字 は前学長 山田守英氏)

第33号
昭和57年9月1日

編集 旭 川 医 科 大 学

厚 生 補 導 委 員 会

発行 旭川医科大学教務部学生課

(写真撮影 施設課 大西功容)

北 方脅威論について

内

夢 一 患Yも 医#,一

卒業生の動向

丸r基 夫 …2

高杉 佑 一…3

4

5

戸0

‡
‡
轡

…

‡
」

1

容

旭 川 空 港(表 紙写真募集中,〃)

第25回 東日本医科学生総合体育大会

第8【II1医 大 祭

第29回 北海道地区メ(学体育大会

介紹室究

新

次

躯

武道場新設決定!

学 内での盗難防止について

6

川 堀 眞..一…7

S

8

宮岸 勉…8



北方脅威論について

丸 子 基 夫

昨 年の夏 ごろ 、[本 が 固有 の 領 土 と して一一貫 して返 還

を要求 して い る北 方 四 島 に ソ ビエ トが突 如 と して軍 備 を

倍 増 し.て国 会 で も ジ ャーナ リ ズム で も問題 に な った。 我

国の 強 い抗 議 に対 しソ連 は 「日ソ問 に領 土 問題 は 全 く存

在 しない」 との従 来 の 主張 を繰 返 した うえ 「わ れ われ は

社 会 セ義 の獲 得 した もの を決 して放 棄 しな い。 南 ク リル

諸島 は 今 や重要 な漁 業基 地 で あ り、好 適 な町 もで きて い

る、,この価 値 あ る領土 を、 今 や 可能 性 を ま して きた米 日

軍の 侵攻 か ら守 るた め に守 備 軍 を少 し増 強 した にす ぎな

い。 」 と言 明 したよ うで あ る,

こ こ数 年来 、 ミグ25の 函 館 亡 命 だ の、 ベ トナ ムで の基

地 設営 だの 、 故 障 した原 潜 の領 海 通過 な どで騒 が し くな

って い た対 ソ警 戒 論 が、 こ こで一・き ょに北 ノ∫脅 威 論 と な

って 噴 出 した の も 当然 で あ る。 北 海道 侵 攻 の 予想 図 がマ

ス コ ミを に ぎわ し 「道 防 衛 に は最 低 い まの倍 の8個 師 団

がい る」とか 「ソ連 の まつ 狙 うの は宗 谷 ・津軽 両 海峡 の確

保 だ」 な どの 興味 ぶ か い戦略 論 が と び交 っ た。 実際 ア メ

リ カは ソ連 の ア フガ ン侵 入 をむ ざむ ざ放 置 して い る し、

米 国防 省 筋 も、 ア メ リカは欧 州 と中 東 ペ ル シャ湾 を守 る

の が精 一杯 だ か ら、 日本 は西 太 平 洋 の 防 衛 に相 当 の義 務

をもつ こ とを覚悟 すべ きだ と明 言 して い る。 勿 論 この 対

日要 求 に は次 の 論理 が根 に あ る。 「軽軍 備 の お か げで 大

工 業国 とな った 日本 がテ レ ビ ・自動 車 な ど で ア メ リカ経

済 に大損 害 を与 え てい るん だ か ら、牛 肉 や オ レ ンジ を自

由 化 す るのは 当然 だ し、 スパ イ活 動 でIBMの 秘密 を盗

む奴 は断 乎罰 してや る。 ソ連 の 武 力 が ア メ リ カ をk廻 っ

て きて 、 とみ にagressiveに な った現 在 で も防 衛費 がG

NPの1%で い い な ど と逃 げ て い る国民 には 、 そ れ相 応

の恐 怖 感 と現 実 認 識 をも たせ て ア メ リカの 兵 器 を大 い に

買 って も らお う」。か くて昨 年 春 の 日米首 脳 会 談 に おい て

は ア メ リカの警 告 と脅 しが効 を奏 し、我 国 の本 年度 の緊

縮 斉算の 中 で防 衛 費 だ け が7.5%増 と突 出 し、 自民 党 の

多数派 と防衛 産 業 を小 躍 りさせ た の で あ る0

ソ連 の 突 然 の重 武 装 の真 意 は どこ に あ るの か?ク レム

リ ンの み ぞ知 るで は あ る が、 た しか に クナ シ リとエ トロ

フ は海 軍 と漁 業の ほ か に保 養 ・観 光 の良 地 と して人 口 も

ぐつ とふ えた と い う し、何 よ り も太 平 洋 に直接 の ぞむ暖

い良港 がで きて い るの だ か ら、 ソ連 と して は絶 体 に確 保

した い戦 略 要地 の ひ とつ だ。(原潜 基 地 と いわ れ るペ トロ

バ ブロ フ ス クよ り も、将 来 的 に は 日本 全体 に睨 み を利 か

す 意昧 で もっ と重 要 に な るだ ろ う。)その せ い で あろ うか、

昨 年 本州 にで か けて 「北 海 道 か ら来 た 」 と言 うと タ クシ

一運 転 手 や 商店}三 らか ら 「旭川 一・て ソ連 に近 い んで し; 、

大 丈夫 なん で す か、、 ソ連 艦隊 は凍 らな い津 軽海 峡 が ぜ ひ

欲 しいん で し ょ う」 な ど と聞 かれ たの は 私 だ け では な い

よ うだ。 続 け さま に西側 陣営 をゆ さぶ った ア フ ガ ン侵 攻 、

ポ ー ラ ン ド介 入の 危機 、 ソ連 軍 備 優位 説 が 、南r島 軍 備

強 化 に よっ て濃 厚 な北 海 道危 機 感 をか も し出 した こ と は

理 解 で き る。 本道 は 一こ方向 で ソ連 に面 して い るの に海 と

空 の 自衛隊 は 手薄 で、 頼 みの 米 軍 基地 は 全 くな い、、

あ き らか に通 常 兵 器 で劣 るア メ リカ が、 しか も最 近 とみ

に 白己 本位 の 言 動 をす るよ うに なった ア メ リカ が、北 海

道 を守 るた め に第7艦 隊 や沖 縄 の 海兵 隊 を投 入す るだ ろ

うか。 ま してや 本道 の た め に核 兵(.F使 う大 冒険 をや る

だ ろ うか 。 人口 も少 く大 工 業 に乏 しい 北 海道 を 失っ て も

日本 に とっ ては さ した る痛 手 で は な い と自民 党 政府 は 考

えて い る ので は な い か。本 州 の 人 た ちは お よ そ こん な感

じで もっ て北 方 脅威 論 を受 け とめ た と思 わ れ る.,つ ま り

自衛隊 が死 力 をつ く して闘 うと して も、 万 一の場 合は 、

北 海道 に住 ん だ の が不運 なの だ か ら諦 め るか、 又 は あの

帯 広 の宗 教 団体 の よ うに ㌧しく本州 へ 移 っ て来 た ら、 と心

配 して くれ るの だ。 心 の底 には 「本州 は ア メ リ カが核 で

も って守 って くれ る筈」 とい う奇 妙 な優 越 感 が あ る こ と

は疑 い な い。

私 と しては 、憲 法9条 に もか か わ らず常 識 か ら して、

日本 は 自衛 の た めの 交戦 権 を もつ べ きだ し、 また 米国 に

は20年 前の 強 さが も うな いの だ か ら資源 のk't=を 海 外 に

頼 っ て い る工 業国 の 防衛 費 がGNPの1%を 少 しこ えC

毛,よい と考 え る。 またH米 安保 が あ り、新 憲 法 ぴ)世代 と

断 乎反 戦 の 女件 の 含計 数 がず っ と 多い の だか ら、 日 本が

徴兵 制 を しい た り軍 国主 義 に な る な どの 恐 れ は皆 無 と も

思 う。 そ して 世 界の あ ちこ ちで忙 し くて疲 れ て い る ソ連

が 全面 戦 争 の危 険 をお か して本 道 を攻 撃 す る確 率 は甚 だ

少 な い。 万が… に侵略 された時 は 、私 は腰 抜 け の非 愛 国

者 だ と宣 言 して抵 抗 な どせ ず 、猜 疑の 目で 外国 兵 を兄 な

が ら 「戦 争 と平 和 」 で も唐読 し、1945年 沖 縄 戦 で住 民 多

数 が陥 った あの惨 劇 を回避 す るこ とに 努 力 し、 人 々が 再

び過 正来上也に 人 る よ う説 得 す るっ も りで あ る

(ド イ ツ語 教授)
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踊 る阿 呆 に、 見 る阿 呆 、 ど うせ阿 呆 な ら踊 らに ゃ ソ ン

ソ ン。実 際 には 見た ことの な いの に 、阿 波 踊 りの はや し

文句 を聞 くと祭 りの 高 ま りを身近 か に感 ず る。 立場 で 変

る心理 の 表現 も巧 み だ,,

医 者に な って何 年 か た ち糖 尿病 学 会 に初 めて 出席 した

時 、特 別講演 の会 場 にお 年寄 や 目 の不 自由 な人達 が ぞ く

ぞ くと入場 して くるの を奇妙 に思 っ た。 日本糖尿 病協 会

(糖 尿病 患 者の4?1+1組 織)の 人達 で あっ た。 特別 講 演 を

患 者 と医 者が ・緒 に き く慣 わ しの あ る こ とをは じめて 知

っ た、、脂s'[iC謝 に関 心 を持 云,、老 年医 学 や糖 尿 病 との つ

な が りが深 ま りは じめ た頃 だ った。 学 会会 場 で す ぐ隣 り

に患 者が い る とい う実 感 の重 み は忘 れが た い。

何 の 説明 も な く 「三度 の食 事 の あ とに服 用 しなさい 。」

と薬 を渡 され た ら、朝 食抜 きで昼 食 と夕 食 しか と らな い

習 慣 の 患 者 は まず と ま ど うだ ろ う。 そ して その後 は ……

きめ細 か な治 療 に は患 者 の生 活像 を知 る こと も欠 せない。

旭 川 医 大 附属 病 院 の入 院 患者 用 診療 記 録 に は 、患者 の生

活像 につ いて 記 入 す る用紙 が必 ず 含 まれ て い る。 この生

活像 を見 て いて 、運 動 不 足 の 人が 多 い こ とに驚 く。 しか

しこ れは病 人 に限 っ た こ とで は ない 。

仕 事が忙 し くて疲 れ る か ら と、終 った あ とは酒 を飲 ん

だ りテ レ ビを 見た りとい う生 活 を く り返 して いた 高校 時

代 の友 人 は、 ・・1一した きっ か けカ・ら早朝 テ ニ ス をす る よ

うに な った、、その 結 果却 っ て仕 事 の疲 れが 少 な くな った

の に気 付 いた 。運 動 不足 で体 力 が低 ドし、体 力 にゆ と り

の な いた め にす ぐ疲 れ る とい う悪循 環 が 多 くなってい る。

食糧 不足 の時 代 か ら物 の 豊富 な時 代 とな り、 食べ す ぎの

害 が1叫ば れ て い るが 、現状 で は消 費 したエ ネルギ ー に応

じて 食べ るや り方 で は不 充 分 に な った。 体 力 の維持 ・養

成 に必 要な だ けの運 動 を 目常生 活 の な か に と り入 れ る こ

とが 第 ・で 、 それ に応 じた 食事 を考 える こ とが大 切 に な

って きた,

昨 年7月 西 ドイ ツのハ ンブ ル グで 第12回 国際 老年学 会

議 が あ り、6日 間滞 在 した 。学 会4日 目の 午後 は 見学 の

時 間 とされ 、最 新 の 老 人病 院 や由 緒 ある 老人 ホー ム な ど

17コ ー スが 川意 され て いた 。 ハ ンブ ルグrff内 や近 郊 に老

人関連 施1没の 多い こ とに驚 きな が ら、私 はHamburger

TurnerschaftVOill816のJLf'を 選 択 した。 こ こは 世

界で 最 もliゴい スホ ー ツ クラ グで 、現 在約5,000名 の 会 員 が

い る、、この う ち約400名 は 老年 者 スボーッ グル ー ブに所属

し、90分 間 の体 操 や ダ ンスや ゲ ー ム を毎 週2[]1楽 しん で

い る.,こ の 日体 育 館 に 集 ・,た約100名 は20歳 代 とみ られ

る一 人 の)i性 指 導 者の かけ声 で位 置 につ いた 。 ゆ っ く り

した 音楽 と と もに柔 軟 体操 、つ い で ダ ンス が始 った 。小

学 生 の 団体 ゲー ム の雰 囲気 だ。 女性 が圧 倒 的 に 多い 。 自

シ ャツ 、黒 ズボ ンの な かに 、赤 シ ャ ツやホ ッ トパ ン ツも

目 につ く。 テ ンポ の速 い音楽 に変 る と動 きが揃 わ な くな

る。 各 自 が 白分 のペ ー ス に合せ た 動 き を して い る。 どの

顔 か ら も汗 が流 れ お ち出 した。 す ぐ 目の前 に展 開 す る ダ

イナ ミック な動 きに、 小 学 生 と か老 人 とい う感 じは 消 え 、

ただ圧 倒 され た 。踊 り終 った あ との 晴 れ や か な表情 が良

か った。 いっ まで もハ アハ ア呼 吸 して い る 人 は見 かけ な

か った 。 この スポ ー ツ クラ ブ では 心 筋梗 塞 をお こ した人

達 の リハ ビ リテー シ ョン コー ス を10年 程 前 に始 め 、 その

経 験 も生 か して1977年 に一般 の 老年 者 コ ー ス を ス ター ト

させ た 。 ダ イナ ミッ クな動 きの迫 力の か げ に、 よ く準 備

され た運 動 プ ロ グ ラム と個 人差 を計 算 に入 れ た こ まか な

配 慮 が うか が わ れた 。ハ ンブ ル グで この ス ポ ー ツ ク ラブ

の ジ ャ ズ体 操 コー ス を見学 した佐藤 彰 ・正 子 夫妻 は 、「こ

れ こ そ誰 で も が楽 しめ る体 操 なの だ とい う認 識 をあ らた

に した」 、 「あ らゆ る年齢 層へ の 指 導 の可 能 性 を感 じた1

と その 著 書 「ジャギ ー入 門」 に書 い て い た。

冬 の寒 さ きび しい旭 川 で は冬 期 間運 動 不 足 に な る人 が

特 に 多い よ うだ。 スキーや スケー トの楽 しさは 格 別 だ し、

ジ ョギ ングや ラ ンニ ング も良 い。 しか し冬 で も気 軽 に汗

を流 せ る屋 内 運 動 も一 層 盛 ん に な って 欲 しい もの だ。 そ

の よ うな場 所 がふ え、指 導 者 や仲 間 が 沢 山 で き、運 動 不

足の ま ま家 や職 場 にい る人達 、糖 尿病 や肥 満 症 の 人達 、

そ して お年寄 、す べ て の人達 が各 自 に適 した運 動 を仲間

と と も に楽 しめ る よ うに なれ ばす ば ら しい の だ が,,

とは い え運 動 は 元 来 か らだ に対 す る ス トレスで あ り、

健 康 の た め に と思 って も無理 しす ぎては逆 効 果 に な る。

ま して病 入 や お年 寄 りやふ だ ん ほ とん ど運 動 して い ない

半病 人 と もい える人達 では 、運 動 の影 響 に個 人差 が大 き

い。 適 切 な運 動 につ い ての 指 導 が大 切 に な る。病 入 に対

す る薬 の 処方 だ けで な く、 最近 は 食事 の 処 方 も普 及 し効

果 をあ げて い る。 今 後 い ろ い ろな 分野 で運 動処 方の 研 究

が更 に進 み 、 これ ら を含 め た健 康 の回 復 ・維 持 ・増 進 の

た め の生 活処 方 が容 易 に な り、 また それ を実 現 で きる指

導者 、施 設 な どの 環 境 条件 の と との うLJが 待 遠 しい。

(第3内 科 助 教 授)
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卒 業 生 の 動 向
第4[「II卒業生98名 は 、第73[1」医till「玉1家、試験 で 、85名 が

合格 、(昭 和57年5月15日rけ 厚 生 省の 発 表)合 格 率86

・7%で 全国 国 公 私 立 大学 で は18位 の成 績 で あ ♪た .

卒 業生 の動 向 は次 の と お り。
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第8回 医大祭

新たな 歩

自分の殻を打ち破れ!

第8回 医 大祭 は、 プ レ企i由1の 「ア・生 講演 会」 、 「ダ ン

スハ ・.一ブ.イ・.」、 「クラ ス対 打tスホ ー ツ ノく会」 τ苧多彩 な

催 しを経 て6月17日 休1前 夜祭 で 幕 が開 いた

一般 公 開 日の 初II 、1911E』1に は学 圓 祭 の 女王 と呼1ゴれ

て い る 「.山ド久 庭 ゴ・コ ンサー ト∫ が 本学 の体 育 館 で 行 わ

れ初 目 を飾 りた、20日 旧佑 天候 に恵 まれ 、医 学 展 、模 擬

店筈;賑わ い を見 せ、5,000名 を越 え る 市 民 の観 覧 を得 る

ことが で き、 好評 の う ちにfを 閉 じま した 、

(学 生 課)

向 山 新

「新 た な 一歩 、 自分 の殻Yち 破 れ 」 を テー マ に掲 げ

た第8回 医 大祭 は、無'拝41i間 の 日府1{を終 え る こと がで

きま しだ 、今III1は、 初 め ての試 み も 多か った だ け に 、 ま

さに 「無 事1終 わ った とい う感 じで しだ,

4月 、 「ク ラスの 活動 を中 心 に… … …」 と い う方金トが

決 ま り、5月 に な って テ ーマ が 決定 し ま した 、,医大祭 パ

ンフ レ ッ トに は 『医 大祭 の 「新 た な.・歩」 は 私 達の ・歩

ですir;統 に 支え られ た 一歩 で は あ り ます が、 過去 に と

らわれ た 一歩 で はあ りませ ん 、,未来 へ 向 け ての.一歩 です。

か.)て 、 人類 が初 め てitに 立 っ た と き、 その ・歩 は、 人

類 に とっ て 大 きな ・歩 で した、、今年 の医 大 祭 の 「新 た な

一歩 」 は旭 川医 大に とり て 大 きな一 歩 に な るで し ょ う
,.』

と 井 きま しだ 、そ して 今、 そ の医 大祭 を終 えて ふ り返 っ

てみ ると、 どの 程 度 大 きな ・歩 で あ った かは と もか くと

して 、確 実 に ・歩 踏 み出 す こ とがで きた と思 い ます 。 具

体11勺に 、 どん な点 が評 価 で きる か とい うこ と にな る と難

か しい です が 、何 点 か触 れ て み た い と思 い ます 。

まず 、 「クラ スの 活動 を中心 に、 ひ とりで も 多 くの 人

が参 加 し… …」 とい うノ∫針 に つ いて で す,、今 まで も、 ひ

と りで も 多 くの 人に 参 加 して も らえ るよ うな努 力 、工 夫

は い ろ いろ な され て きま した が 、今 年 は「クラ/,ぴ)活 動 」

を中心 に才∫い て 考 え.ヒした 今後 、 医 大祭 が学 生 のIMに

根 をは った 、充 実 した ちの とな るた め に は 、 ひ と りひ と

りの学 生 ♂)κえ 方、 要求 が反映 され な1ナれ ばな りませ ん 、

た学 で ひ と りひ と りの 要求 を拾 い、 ま とめ て ゆ くLで ・

爵 重 要 なの は'1つ スの活 動 とい え ま しLう.し た が,て

学 祭の 今 後の 発展 び)ため には 、学 祭 を通 じて クラ 汰の活

動 を活性 化 す る必 要 が あ る と 考えた の で す.そ の 具 体的

な あ ら われ が、 今・回 の クラ ス対抗 スポ ー ツ 大会 で した.

ス ポー ツ大会 自体 は 、 ひ と りひ と りの 要求 を ひろ う場 と
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は な らな いで し 仁うが、 これ が今 後 の クラ スの 活動 を ま

と め る きっ か け とな れば と思 い ます 、、そ して 、 こ うい.・

た機 会 を提 供 した):';祭 とい.)場 に、 自分 達 の 活動 を発

表 して も らいた い と思 い ます.も うひ とつ の 新 しい試 み

と し『ぐ、 コ ン.}卜一 トの1}月f崔力ごあ り ますe[矢 ノく到≦の1レ『6、

何 か 大 きな イベ ン トを も うけ る こ とで 、 今 まで は 参加 し

な か った 人達 が ひ と りで も医 大祭 に触 れ て何 か を感 じて

も ら う こと が、/¥J後 の 学 祭 の 発展 の ヒで 大 きな 役割 り を

果 たす の では ない か と い う川 待 を込 め ての 企 画 で した 、

実 現 まで には 予想 以 ヒの 苦労'が あ りま したが 、 一つ の 実

験 と して の意 義 は 大 きか った もの と確 信 して い ます,,

これ らの 「ひ と りで も 多 くの 人の 参加 」 をめ ざ した 企

画 に力 が 入れ られ た一一一方、 今 年の 医 大祭 で は 医学 展 等 も

活 発 に取 り組 まれ ま した 、、ま だ まだ 、医 学 展 の ため の 医

学 展 とい う感 は あ りま した が、2年 生 、3年 生 の精 力的

な取 り組 み に今 後 も期 待 した い と思 い ます,,医 大祭 には

お祭 の 面 と これ らの、 い わば学 問 的側 面 とが あ るわ けで

この2つ の 側 面 の兼 ね 合 い は 今後 も問題 と な る ことで し

ょ う。 その 点 で は 、 今年 の医 大祭 もほ んの 小 さな.・歩 を

踏 み 出 した に過 ぎな い と4aえ ます 、、今後 もい ろ い ろ な 人

の 意 見 を交 えて試 行 錯 誤 しな が らで も、方 向性 を探 って

い りて もら いた い と,思い ます 。

今 まで触 れ た よ うに、 今 年 は過 去7回 の 蓄 積 のLに 、i疋

ち、 新 しい実験 を した つ も りです 。 新 しい道 へ の.一歩 を

踏 み 出 したつ も りです 、,今後 さ らに歩 み を進 め て新 しい

医 大祭 を、旭 川 医 大 全体 の 力で 創 っ て い って も らいた い

とfQ.c・い ます 。

(第8回 医 大 祭実 行 委 員会 委 員長)
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第29回

北海道地区大学体育大会

第29回 北 海道 地 区 大学 体 育 大 会 は 本学 が 当番 校 とな り

聞催 され た.7月16[3iY:,ト の 開 会 式 には 、 本 学体 育館 に お

い て、 選f・約200名 が 参 列 し選 手 を代 表 して4年 の山 本

長 史 君が選 手宣 誓 を行 った 。

7月17日 〔Dよ り、43単 位 大学 か ら4,000余 名 の 選 手 を

迎 え て、旭 川 医 大 を.1三会場 に、22の 会場 で男f-13種 目、

女(-8種 目 に わた り、熱 戦 が く り広 げ られ たが 、 大会2

i目 雨 の た め、屋 外 競 技 の 一・部 が順 延 され、 大 会 予定3

}1間 が4日 間 にな りま した が 、選 手 ・体 育 系 ク ラブ学 生

及 び 大会 役 員び)協力 も あっ て 全種 日無事 終 了す るこ とが

で きた。

今 大会 ぱ、 準硬 式 野球 、準 優 勝 、 陸 上競 技 偶 ヂ1,500

m山 本 長史1位 、男f-110mH小 黒 恵 司3位 、 女f100m

岡 本 範 升3付:)で 男子8位 、女 ∫・7位 、 バ スケ ソトボ ー

ル男 女共 ベ ス ト8ま で進 出 、 卓球},r決 勝 トー ナ メ ン ト

進 出 、 その 他r#fill、 善戦 健 闘 した結 果、 総 合成績4AII

女共 に12位 で あ った.,

(学 生 課)

第29回 北海道地区大学体育大会成績一覧
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第25回 東日本医科学生

総合体育大会

第25回r日 本医 科'11∫=生総 含 体育 大会 〔夏 季大 会/は 、

東北 大学 医学 部がL∫1『;校と な り7月20118月6日 まr.

の18日 間 に わ た って 行 われ た

本掌 か らは18種 目 に310名 が 参 加、 準硬 式 野E、 準 優

　 ゆ ゆ
ノ 認 墾 、

.「,綜 腸1議 難

ぎ ・ 濫 饗 霊"・ ∵ 瀞
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勝 、 バ/,ケ ノトポ ー ル女 ヂが=度 目の出場 で3位 、 陸L

競技3位(4f卜 山 本 が1500m、5000m3000mSCに 大会新

記 録 で優勝 、5f卜 岡 ・トが 女(100mに 大 会 新 記 録 で優 勝

5年 小 黒 が モ段 跳 に優 勝)と 各種 目に 菩戦健 闘、 総 合 成

績 は35大 学 中13f・誕で あ 一♪たっ

(学 生 課)
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■ 耳鼻 咽 喉 科 学講 座 ■ 川 堀 眞 一

当教 室 は現 在 、海野 教 授 以 ド17名 の 教室 員 よ りな っ て

い る、 診 療 面 で は、 道北 ・道 東に耳 鼻咽 喉 科 の!享門病 院

が 少 な い こ と より、道 北 ・道 東 の診 療 の か なめ とな りつ

つ あ る,、

研 究 は、 各 ス タ ッフ は各 白の仕 事 を、旭 川医 大の 卒 裳

生 を中 心 と した若 い 教室 員は 、教 授 の 指導 で研 究 を始 め

っ っ あ る 、大学 院 生 の.一部 は 基礎 の 教 室 で/11事 してい る.,

薄段 はや さ しいが 、教 育 ・診療 に きび しい教 授 は呼1吸

生理 学 を中心 に仕 事 を して お り、鼻 腔 通 気度 、生 体 の 防

禦 反応 と して の咳 ・く しゃみ と喉 頭 の 機能 、 イン ピー ダ

ン ス計則 法 の 昴科 学へ の応 用 、 最近 で は 鼻 ア レ1レギ ー 剤

の鼻 腔 内 噴霧 粒rの 沈 着状態 をみ て、 治療 剤の よ り良 い

方法 を検 討 して い る。 め った に怒 った こ との な い白 戸講

師 は メマ イが テ ーマ で 、視運 動性 眼振 の緩 除 相 ・急速4f1

の機 序 およ び コ ン ピュ ー ダー に よ る解 析 をお こ な って い

る.夜 型 の 人 で、病 棟 医 長 の 矢 島講 師 、 い ま だ和 歌 山 市

ナ ンバー の カ ブ に乗 っ て い る川堀 講 師 、和 歌 山 弁 の標 準

語 で スポーツ、酒 がいける高 橋助Fの3人 は}三に鼻 ア レ ル ギ

ーに関 連 した研究 で、各々、気道ア レルギ ー でのis・ 卜

気道 の関 連性 、鼻 ア レルギー症 状 発症 に おけ る好 塩 基球 ・

肥 満細 胞 の電 顕 と頭頚 部腫瘍 の厄 顕 観 察 、 鼻 ア レルギ ー

患 者 の リンパ球 能 を し らべ てい る、、豪 酒 の坂 本助 据 よ寒

冷 に よ る喉 摘 後 の 気管 へ の 影響 を形 態 学 で し らぺ る と伴

に小 「尼の+}f(°聴 を 、旭 川 のこ とはなんで も知 って い る富 山助

r・は猫 の 外側 前庭 核 の 二.L一 ロ ンlii動 と姿 勢、ll剖節 の 研究

をま とめ 、jl々 村匂勾rl∫凱り丙1`完/＼の出 弓長力ぐf定 されて いる、

若fび)模 範 生 で 、臨 床 に頑張 っ て い る一 期 生 の 内藤 助f

は鼻 腔 通 気度 を中 心に、55年 入 局 の 中村 先 生 は鼻ア レル ギ

ーでの好 塩 基 性穎 粒 細胞 を
、金 谷 先生 は第2生 理 でrl.一一 .し

ている。2年 生 の 奥 出 ・野 中 ・熊 井 ・長島の諸 先 生 は昨 年 一

年 間み っ ち り勉 強 し、 多くのrt,,…のil治 医 と して頑張 ナ

て い る。1年 目の 北 南 ・斜}二先 生 は耳己在勉 強 中 で あ る

他 に産 休 中 の い苗 医t'i、 野球 の エ ー スの 堀 川 文部技 官 、

岡 泉 ・Iil本両嬢 が医 局 に い る

研究 のi,k%1;、頭 頚 部腫瘍 を中心 と した臨 床 の 成績 は 、

国際 学 会 、国 内 学 会 で発 表 され て きて い るし

教 室 で は 、忙 しい診 療 、研 究 の 合間 をぬ り て 、 レ ク リ

ェ ー シ ョンも盛 ん で あ り、北kと の 定 期 戦 を含 め、 野球

の試 合が 近 づ けば 野球 の練 習 に 、 又 テニ スに 、 夏 には 登

山 、魚 釣 り旅 行 が 企画 され 、 冬 に なれ ば スキ ー旅 行 を 含

め スキー にと教 室11'i`で 余暇 を楽 しん で い る。 また 酒 の

飲 み会 で は教 授 以 ド教 室 員令 員 が喜 々 と して飲 む こま と

まった こ 教室 で ある。

(耳 鼻咽 喉 科 講1}rljl
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武 道 場 新 設 決 定!

かねてから望まれていた武道場が新設されることに決

定しました。今まで武道場がなく十分な活動ができなか

った柔道部 ・剣道部 ・空手部等も、この武道場が完成す

ることによって、より充実した活動、各大会での活躍等

灘 舗 一+(平 面図)

〆

効果的な利用が期待されますD

なお挨工予定は昭和58年3月 を予定しており、総面積

420㎡(渡 り廊下 を含む〉で、道場へは体育館からの渡

り廊下で結ばれます。

(学生課)

学内での盗難防止について

最近学内の更衣室で盗難が相次ぎました。どれも

更衣室に財布等貴重品をおいたまま課外活動等を行

っている際に盗難にあったということです。

事故を未然に防止するために現金等貴重品は各自

のロッカーに入れるか身につけて、お互いに十分注

意して下さい。(学 生課)

思 いつくままに その1

向精神薬時代

札幌で行われるある研修会で「向精神薬時代を迎えて」

という話をするように依頼され、何を話してよいのか深

く考えもせずに引き受けてしまった。8月 上旬のことで

ある。

向精神薬時代などといえば、精神分裂病や躁 うつ病を

はじめ、さまざまな精神疾患に対する薬が大いに研究開

発され、治療がきわめて容易になった 「良き時代」の到

来を思わせる響 きがあるが、実際は今日の精神科薬物療

法の緒が見っかったのは近々30年 前のことに過 ぎない。

てんかんが神聖病または悪魔病 と呼ばれて、精神医学

の枠外にある別世界の現象とみなされたり、あるいは精

神疾患の患者達が病者としてではなく、不幸な受難者で

あるという極印を押された暗く非科学的な時代があった

ことを思えば、確 かに現代の発達 した薬物療法は患者に

非常な恩恵をもたらしたといってよい。ちなみに、現在

わが国で使用許可が出ている向精神薬は、主として精神

分裂病に用いられるもの28種 類、主としてノイローゼに

用いられるもの16種類、 うつ病に用いられるものは16種

類であり、さらに数種の薬が今も開発途上にある。睡眠

剤も数え上げれば16種 類にのぼっている。 したがって、

精神科病棟内の状況は良い意味でひと昔前とは一変し、

患者、家族、病院スタッフとの治療的人間関係が非常に

好ましいものとなり、疾患改善率も大いに高まった。

しかし、向精神薬の臨床応用についてはまだ数多くの

問題が解決されなければならないのであり、現状は必ず

しもすべてが 「薔薇色の時代」ではないことを知ってお

く必要があろう。っまり、向精神薬がきわめて短い年月

の間に急速に開発されただけに、その効果や副作用につ

いてまだよく分からない点が少なくないことを精神科医

達は痛いほど思い知らされているのである。

ところで、今、世界中の精神科医が渇望していること

は、慢性期の精神分裂病により効果的な薬はないか、再

発を確実に防止できる薬はないかということであり、痴

呆(ボ ケ)を 治療できる薬はないかということであろう。

もっとも、このような妙薬の出現が期待されるのは特に

精神医学の領域に限られたことではなく、医学のどの分

野でも同じといってよい。

今から14年前、フランスの高名な精神薬理学者ピエー

ル ・ドニケルは 「精神科の薬物療法の進歩は、過去十余

年間の精神医学の発展を根底から変えてしまった。現在

のところ、この混乱の結果を予測することは不可能であ

る」と述べたが、その後14年 を経た今日でも全くその通

りであって、精神科薬物療法がどのようにすばらしい発

展を示 してくれるのか、未来への予測はまさに不可能と

いわざるをえない。ともあれ、向精神薬は今後も絶え間

なく研究開発され、いずれは真の意味での 「向精神薬時

代」を迎えるであろうし、また、そうでな くてはならな

い。

そのような時代に到達するまで、われわれ精神科医は

[}常用いている向精神薬の有用性や安全性 についてあく

までも慎重な吟味 を怠ってはならないと思 う。

(付記)向 精神薬とは、精神疾患治療薬の総称であり、

精神分裂病、躁 うつ病、ノイローゼ等の精神症状

を治療するために用いるほぼすべての薬が含

まれる。(精 神医学講座 教授)
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